
対称ルーティング

簡素化と一貫性を実現するために、Cisco SD-WANソリューションは Cisco Catalyst SD-WAN
としてブランド名が変更されました。さらに、Cisco IOS XE SD-WANリリース 17.12.1aおよび
Cisco Catalyst SD-WANリリース 20.12.1以降、次のコンポーネントの変更が適用されます。
Cisco vManageから Cisco Catalyst SD-WAN Managerへの変更、Cisco vAnalyticsから Cisco
Catalyst SD-WAN Analyticsへの変更、Cisco vBondから Cisco Catalyst SD-WAN Validatorへ
の変更、Cisco vSmartから Cisco Catalyst SD-WANコントローラへの変更、および Ciscoコン
トローラから Cisco Catalyst SD-WAN制御コンポーネントへの変更。すべてのコンポーネント
ブランド名変更の包括的なリストについては、最新のリリースノートを参照してください。新

しい名前への移行時は、ソフトウェア製品のユーザーインターフェイス更新への段階的なアプ

ローチにより、一連のドキュメントにある程度の不一致が含まれる可能性があります。

（注）

•対称ルーティング（2ページ）
•対称ルーティングについて（2ページ）
•コンフィギュレーションの概要（12ページ）
•サポートされているシナリオ（21ページ）
•対称ルーティングの前提条件（29ページ）
•対称ルーティングに関する制約事項（30ページ）
•対称ルーティングの設定（30ページ）
•対称ルーティングの確認（35ページ）
• RIBメトリック変換のモニター（38ページ）
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対称ルーティング
表 1 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

アフィニティグループ、アフィニティグループ優先

順位、および RIBメトリックの変換を使用して、
ネットワーク内のデバイス間でのトラフィックフ

ローの対称ルーティングを確保できます。対称ルー

ティングは、マルチリージョンファブリックを含

むさまざまなネットワークトポロジに対応します。

オーバーレイネットワークを超える対称ルーティン

グをサポートするために、トランスポートゲート

ウェイは、RIBメトリックを BGPや OSPFなどの
コントロールプレーンプロトコルに変換できます。

これにより、パス優先順位設定が、オーバーレイ

ネットワーク外のルータ（データセンター LAN内
のルータなど）に拡張されます。

Cisco Catalyst
SD-WAN制御コン
ポーネントリリース
20.12.1

Cisco IOS XE
Catalyst SD-WANリ
リース 17.12.1a

対称ルーティング

対称ルーティングについて
対称ルーティングとは、両方向のトラフィックに同じルートを使用する2つのエンドポイント
間のトラフィックフローを指します。CiscoNetworkBasedApplicationRecognition（NBAR2）、
シスコのゾーンベースファイアウォール（ZBF）、シスコの統合脅威防御（UTD）、Cisco
Application Quality of Experience（AppQoE）、ネットワークアドレス変換（NAT）といった一
部のネットワーク機能では、適切に動作するために対称ルーティングが必要です。

Cisco Catalyst SD-WANネットワーク内では、アフィニティグループ、アフィニティグループ
優先順位、制御ポリシー、およびその他のメカニズムを使用して、2つのエンドポイント間の
優先ルートが両方向のトラフィックで一致するようにネットワークを設定できます。これによ

り、それらのエンドポイント間のトラフィックフローの対称ルーティングが確保されます。一

部のシナリオでは、Cisco Catalyst SD-WANオーバーレイネットワークの外部にあるデバイス
におよぶトラフィックフローの対称ルーティングも確保できます。

ルータが動作しつづけるという前提

これらはすべて、トラフィックフロー中にルータが動作不能にならない状況に適用されます。

トラフィックフローのパスに含まれるルータが動作不能になると、トラフィックはルートを変

更する必要があり、その際、一時的にトラフィックフローの非対称ルーティングが発生する可

能性があります。
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対称ルーティング設定の利点

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.12.1a以前では、対称ルーティングの設定作業に次
のことが含まれていました。

•オーバーレイネットワークにおいて：対称ルーティングを確保するために、双方向のトラ
フィックに関するホップバイホップルーティングをセットアップするための、複雑でエ

ラーが発生しやすい制御ポリシー。

•サービス側ルーティングにおいて：双方向のトラフィックに関するパスの対称性をセット
アップするための複雑なルートマップ。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.12.1a以降では、アフィニティグループおよび優先
順位と、OMPメトリックの再配布を使用して、対称ルーティングを実現できます。ここでは、
詳細とサポートされるシナリオについて説明します。

対称ルーティングを保証するメカニズム

Cisco Catalyst SD-WANによって管理されるネットワークでは、Overlay Management Protocol
（OMP）がコントロールプレーンタスクを維持します。これには、ベストパスアルゴリズムを
適用して、2つのエンドポイント間のトラフィックの各ネクストホップを決定することが含ま
れます。OMPは、使用可能なさまざまなネクストホップを比較するときに、多数のパラメー
タを考慮します。詳細については、『Cisco Catalyst SD-WAN Routing Configuration Guide, Cisco
IOS XE Release 17.x』の「Unicast Overlay Routing」を参照してください。

リターントラフィックが同じパスを選択するようにするには、各ホップについて、ベストパス

の計算において両方向で同じルートが優先されるようにする必要があります。たとえば、次の

図は、Aから Dへのフローを示しています。最初のホップは Aから Bであり、その後に Bか
ら Dと続きます。特定のトラフィックフローについて、逆方向の最初のホップが Dから Bで
あり、その後に Bから Aと続くことを確認する必要があります。

図 1 :対称フロー

リバーストラフィック（Dから Aへ）で最初のホップとして Dから Cが使用される場合、次
の図に示すように、トラフィックフローは非対称になります。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/routing/ios-xe-17/routing-book-xe/m-unicast-routing.html


図 2 :非対称フロー

メカニズム

トランスポートゲートウェイをルーティングハブとして使用するトポロジ、またはマルチリー

ジョンファブリックネットワークの場合、Cisco Catalyst SD-WANは、次のメカニズムを使用
して、デバイスが2つのエンドポイント間で両方向のトラフィックに同じパスを選択するよう
にします。

説明メカニズム

アフィニティグループを使用すると、トラフィックフローの複数のネ

クストホップから選択する優先順位を指定できます。ルータアフィニ

ティについては、『Cisco Catalyst SD-WAN Multi-Region Fabric (also
Hierarchical SD-WAN) Configuration Guide』の「Router Affinity」を参照
してください。

関連する設定手順：

• Cisco SD-WAN Managerを使用したデバイスでのアフィニティグ
ループまたはアフィニティグループ優先順位の設定

• CLIを使用したルータでのアフィニティグループの設定

affinity-group group-idコマンドを使用します。

アフィニティグループ
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/hierarchical-sdwan/hierarchical-sdwan-guide/router-affinity.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/hierarchical-sdwan/hierarchical-sdwan-guide/router-affinity.html#h-sdwan-affinity--config-affinity-group-vmanage
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/hierarchical-sdwan/hierarchical-sdwan-guide/router-affinity.html#h-sdwan-affinity--config-affinity-group-vmanage
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/hierarchical-sdwan/hierarchical-sdwan-guide/router-affinity.html#hsdwan-affinity--config-affinity-group-cli


説明メカニズム

Cisco IOSXECatalyst SD-WANリリース 17.12.1a以降では、マルチリー
ジョンファブリックトポロジの境界ルータ、またはマルチリージョ

ンファブリックサブリージョンにサービスを提供するトランスポー

トゲートウェイがルートを再発信すると、導出アフィニティグループ

がルートに割り当てられます。これは、リターントラフィックがフォ

ワードトラフィックと同じゲートウェイまたは境界ルータを使用する

ことを保証する全体的なメカニズムの一部です。

境界ルータは、アフィニティグループの代わりに導出アフィニティ属

性を使用して、コアリージョン内の優先ルートを決定します。導出ア

フィニティ値が小さいほど、優先順位が高くなります。たとえば、境

界ルータ BR1にネクストホップとして使用可能な 2つの境界ルータ
（BR2と BR3）がある場合、BR1は、境界ルータによって計算され
た導出アフィニティグループ値が小さい方を選択します。

対称ルーティングの前提条件（29ページ）で説明されてい
るように、対称ルーティングを確保するには、境界ルータと

トランスポートゲートウェイに、デバイスが処理するすべて

の VRFについて (a)アフィニティグループ番号または (b)
VRFごとのアフィニティグループが必要です。

（注）

導出アフィニティグ

ループ

VRF範囲ごとに異なるアフィニティグループを持つようにルータを設
定できます。VRFごとのアフィニティグループでは、VRFに従って
ルートの優先順位をよりきめ細かく制御できます。

関連する設定手順：

• Cisco SD-WAN Managerを使用した特定 VRFのルータアフィニ
ティグループの設定（31ページ）

• CLIテンプレートを使用した特定 VRFのルータアフィニティグ
ループの設定（32ページ）

affinity-per-vrf affinity-group vrf-range vrf-rangeコマンドを使用し
ます。

特定の VRF範囲のア
フィニティグループ
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説明メカニズム

これは、アフィニティグループとともに、ネクストホップのルート優

先順位の制御を可能にします。アフィニティ優先順位を手動で設定す

ると、デバイスは、優先順位の高いアフィニティグループを持つルー

トを優先します。

Cisco IOSXECatalyst SD-WANリリース 17.12.1a以降では、自動アフィ
ニティ優先順位を設定できます。これを使用すると、デバイスは、ア

フィニティグループ番号が小さいルートを優先します。この場合、ア

フィニティグループ番号は、任意のタグとして扱われるのではなく、

ルートの優先順位を示します（アフィニティグループ番号が小さいほ

ど優先順位が高くなります）。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.12.1a以降では、デ
バイスは、次のように、vRoute（Cisco Catalyst SD-WANオー
バーレイネットワーク内のルート）にアフィニティ優先順位属

性でタグ付けします。

（注）

•デバイスのアフィニティ優先順位を手動で設定する場合、
デバイスは、最大8つのアフィニティグループ（リストの
最初の 8つ）を使用して、設定した優先順位で vRouteに
タグ付けします。

•自動アフィニティ優先順位を設定すると、デバイスは、
CiscoCatalyst SD-WANによって内部的に使用される値（自
動優先順位を示します）で vRouteをタグ付けします。

•デバイスのアフィニティ優先順位を手動で設定し、自動ア
フィニティ優先順位も設定した場合、デバイスは、前のオ

プションと同様に、Cisco Catalyst SD-WANによって内部
的に使用される値（自動優先順位を示します）で vRoute
をタグ付けします（アフィニティ優先順位を手動で設定

し、自動も同時に使用するユースケースについては、Cisco
SD-WANManagerを使用した自動アフィニティグループ優
先順位を使用するルータの設定（30ページ）を参照して
ください）。

アフィニティ優先順位

対称ルーティング
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説明メカニズム

関連する設定手順：

•（手動設定）Cisco SD-WAN Managerを使用したデバイスでのア
フィニティグループまたはアフィニティグループ優先順位の設定

•（手動設定）CLIを使用したルータでのアフィニティグループ優
先順位の設定

affinity-group preference listコマンドを使用します。

•（自動設定）CiscoSD-WANManagerを使用した自動アフィニティ
グループ優先順位を使用するルータの設定（30ページ）

•（自動設定）CLIテンプレートを使用した自動アフィニティグ
ループ優先順位を使用するルータの設定（33ページ）

affinity-group preference-autoコマンドを使用します。

アフィニティ優先順位

（続き）

CiscoCatalyst SD-WANによって管理されているルータとCiscoCatalyst
SD-WANによって管理されていないルータを含むネットワークトポ
ロジでは、OMPからネットワークのサービス側部分にルーティング
情報ベース（RIB）メトリックを伝達できます。ネットワークのサー
ビス側部分では、ボーダーゲートウェイプロトコル (BGP）または
OpenShortest Path First（OSPF）プロトコルを使用できます。これによ
り、サービス側ルータは、確実に、リターントラフィックに同じルー

トを優先させることができ、異なるコントロールプレーン間でもルー

ティングの対称性が実現されます。詳細については、オーバーレイ

ネットワーク外のデバイスの OMPメトリクスの変換（7ページ）
を参照してください。

関連する設定手順：

• CLIテンプレートを使用したOMPメトリックをBGPまたはOSPF
に変換するルータの設定（33ページ）

redistribute omp translate-rib-metricコマンドを使用します。

サービス側ルーティン

グプロトコルへの

OMPメトリックの再
配布

オーバーレイネットワーク外のデバイスの OMPメトリクスの変換
トランスポートゲートウェイとして設定され、ハブとして動作するルータ（次の図のTGW1）
は、Cisco Catalyst SD-WANオーバーレイネットワーク（WAN）内のデバイスとオーバーレイ
ネットワーク（LAN）外のデバイス（次の図の DC1など）の間でトラフィックを伝送できま
す。これはWANから LANへのトラフィックです。オーバーレイネットワーク外のデバイス
は Cisco Catalyst SD-WANによって管理されないことに注意してください。

トランスポートゲートウェイは、RIBメトリック情報をBGPまたはOSPFプロトコルで使用さ
れるパラメータに変換します。トランスポートゲートウェイはこれらのパラメータを BGPま
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/hierarchical-sdwan/hierarchical-sdwan-guide/router-affinity.html#h-sdwan-affinity--config-affinity-group-vmanage
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/hierarchical-sdwan/hierarchical-sdwan-guide/router-affinity.html#h-sdwan-affinity--config-affinity-group-vmanage
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/hierarchical-sdwan/hierarchical-sdwan-guide/router-affinity.html#hsdwan-affinity--config-affinity-group-pref-cli
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/hierarchical-sdwan/hierarchical-sdwan-guide/router-affinity.html#hsdwan-affinity--config-affinity-group-pref-cli


たはOSPFルーティングテーブルで使用し、BGPまたはOSPFネイバーにルートをアドバタイ
ズするときには、RIBから派生したパラメータをルートに含めます。

これらの RIBから派生したパラメータは、LAN内のデバイスによるパス選択に影響します。
これは、オーバーレイネットワークがWANから LANへのトラフィックに使用するのと同じ
パスを LANが LANからWANへのトラフィックに確実に選択するために役立ちます。

図 3 : OMPメトリックの変換

関連項目

OMPメトリックの BGP属性への変換（8ページ）

OMPメトリックの OSPFメトリックへの変換（11ページ）

CLIテンプレートを使用した OMPメトリックを BGPまたは OSPFに変換するルータの設定
（33ページ）

RIBメトリック変換のモニター（38ページ）

OMPメトリックの BGP属性への変換

ルータが RIBメトリックを OMPから BGPに変換できるようにすると、そのルータは、次の
OMPメトリックと属性を使用します。

• OMPルートメトリック（用語に関する注：OMPメトリックの中には、特に「OMP」と呼
ばれるものがあります）

• OMP AS-PATH

これにより、次の 3つの BGP属性を取得します。

• BGP MED

• BGP LOCAL_PREF

• BGP AS_PATH

対称ルーティング
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ルートのOMPメトリックと結果として得られるBGP属性の表示については、RIBメトリック
変換のモニター（38ページ）を参照してください。

OMPから BGPへの変換は、次のとおりです。

表 2 : OMPメトリックから BGP属性への変換

導出方法BGP属性

OMPルートメトリックと同じです。BGP MED

255：（OMPルートメトリック）BGP
LOCAL_PREF

次の 2つの可能性があります。

• propagate-aspathコマンドを使用する場合、次のようになります。

(a) OMP AS-PATHが空の場合、ルータは、独自のローカル AS値を使
用し、それを（OMPルートメトリック）回繰り返します（最大 13
回）。

(b) OMP AS-PATHが空でない場合、ルータは、OMP AS-PATHを使用
し、それの先頭に OMP AS-PATHの最初の ASを（OMPルートメト
リック）回付加します（最大 13回）。

• propagate-aspathコマンドを使用しない場合、次のようになります。

ルータに設定され、（OMPルートメトリック）回繰り返され、先頭
に値を付加する（最大 13回）、独自のローカル AS値のリスト。

BGP AS_PATH

ほとんどのシナリオでは、RIBメトリックの変換を有効にする場合（redistribute omp
translate-rib-metricコマンドを使用）、AS-PATHメトリックの伝達も有効にします
（propagate-aspathコマンドを使用）。これを省略すると、ルータは、AS-PATHメトリックを
空として扱います。

（注）

ルータは、これらの BGP属性を、オーバーレイネットワーク外にあり、BGPを使用している
LAN内のデバイスに再発信するルートに含めます。

RIBメトリック変換なしの BGP属性

次の表に、OMPメトリックの組み合わせと、RIBメトリック変換が有効になっていない場合
にルータが取得する BGP属性を示します。

対称ルーティング
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表 3 : RIBメトリック変換が有効になっていない場合の OMPから BGPへの変換

BGP属性への変換：

propagate-aspathが有効

translate-rib-metricが有効ではない

OMPメトリック：

組み合わせの例

BGP AS_PATHBGP
LOCAL_PREF

BGP MEDOMP AS-PATHOMPルートメ
トリック

例

100 101501,000100 10101

100 101501100 10112

100 101502100 10123

（空）5010（空）104

100 1015014100 101145

RIBメトリック変換ありの BGP属性

次の表に、OMPメトリックの組み合わせと、RIBメトリック変換が有効になっている場合に
ルータが取得する BGP属性を示します。

表 4 : RIBメトリック変換が有効になっている場合の OMPから BGPへの変換

BGP属性への変換：

propagate-aspathが有効

および

translate-rib-metricが有効

OMPメトリック：

組み合わせの例

BGP AS_PATHBGP
LOCAL_PREF

BGP MEDOMP AS-PATHOMPルートメ
トリック

例

100 101

（OMPルート
メトリックが 0
であるため、何

も先頭に付加さ

れない）

2550100 10101

100 100 101

（リストの先頭

に付加される初

期値の1回の繰
り返し）

2541100 10112

対称ルーティング
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BGP属性への変換：

propagate-aspathが有効

および

translate-rib-metricが有効

OMPメトリック：

組み合わせの例

BGP AS_PATHBGP
LOCAL_PREF

BGP MEDOMP AS-PATHOMPルートメ
トリック

例

100 100 100 101

（リストの先頭

に付加される初

期値の2回の繰
り返し）

2532100 10123

200 200 200 200
200 200 200 200
200 200

（ルータ AS値
の 10回の繰り
返し）

24510（空）

この例では、

ローカル AS値
は 200です。

104

100 100 100 100
100 100 100 100
100 100 100 100
100 100 101

（リストの先頭

に付加される初

期値の最大 13
回の繰り返し）

24114100 101145

OMPメトリックの OSPFメトリックへの変換

RIBメトリックを変換するようにルータを設定しない場合、ルータは、Cisco Catalyst SD-WAN
オーバーレイネットワーク外のデバイスにルートを再配布するときに、デフォルトのOSPFメ
トリックを使用します。デフォルトの OSPFメトリックは 16777214（16進数の FFFFFE）で
す。

ルータが RIBメトリックを変換できるようにすると、そのルータは、OMPルートメトリック
値を OSPFメトリックとして割り当てます。たとえば、OMPルートメトリックが 10の場合、
OSPFメトリックも 10になります。

ルートのOMPメトリックと結果として得られるBGPメトリックの表示については、RIBメト
リック変換のモニター（38ページ）を参照してください。

対称ルーティング
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コンフィギュレーションの概要
設定ワークフローの概要は、Cisco Catalyst SD-WANが対称ルーティングをサポートするシナ
リオを理解するために役立ちます。次の図は、トランスポートゲートウェイシナリオとマル

チリージョンファブリックシナリオを示しています。

トランスポートゲートウェイシナリオ

トランスポートゲートウェイシナリオの目的は、スポークデバイス（図の E1および E2）と
データセンタールータ（DC1）間の対称ルーティングを確保することです。

図 4 :データセンター LANを使用したトランスポートゲートウェイシナリオ

マルチリージョンファブリックシナリオ

マルチリージョンファブリックシナリオの目的は、リージョン 1のエッジルータER11がサー
ビスを提供する PCデバイスと、リージョン 2の ER21がサービスを提供する PCデバイス間の
対称ルーティングを確保することです。

図 5 :マルチリージョンファブリックシナリオ

対称ルーティング
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コンフィギュレーションの概要

次の手順では、対称ルーティングに必要な設定の概要を示します。

説明デバイス設定手順

オーバーレイネットワーク内でトラフィック

の対称性を確保するには、アフィニティグルー

プ優先順位を使用してネットワーク内のスポー

クルータ（またはマルチリージョンファブリッ

クシナリオのエッジルータ）を設定します。

これには、手動で設定した優先順位または自

動優先順位を使用できます。

自動アフィニティ優先順位を使用すると、ス

ポークデバイスまたはエッジルータは、より

小さいアフィニティグループ番号でタグ付け

されたパスを優先します。

設定手順については、ルータアフィニティグ

ループまたはアフィニティグループ優先順位

の設定（31ページ）を参照してください。

スポークルータ

マルチリージョンファ

ブリックシナリオの

エッジルータ

1.アフィニティグルー
プ優先順位の設定

オーバーレイネットワーク内でトラフィック

の対称性を確保するには、(a)アフィニティグ
ループ番号、または (b)デバイスが処理する一
部またはすべての VRFに関する VRFごとの
アフィニティグループを使用して、境界ルー

タとトランスポートゲートウェイを設定しま

す。(a)と (b)の両方を同時に設定できます。

たとえば、デバイスの VRF範囲が 1～ 10の
場合、次のようにデバイスを設定できます。

•システムレベルのアフィニティグループ
10

• VRFごとのアフィニティグループ：VRF6
～ VRF10のアフィニティグループ 20

その結果、1～ 5の範囲の vRouteはアフィニ
ティグループ10でタグ付けされ（システムレ
ベルのアフィニティグループから）、6～ 10
の範囲の vRouteはアフィニティグループ 20
でタグ付けされます。

設定手順については、ルータアフィニティグ

ループまたはアフィニティグループ優先順位

の設定（31ページ）を参照してください。

トランスポートゲート

ウェイ

マルチリージョンファ

ブリックシナリオの境

界ルータ

2.アフィニティグルー
プの設定

対称ルーティング
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説明デバイス設定手順

オーバーレイネットワークと LAN間の対称
ルーティングを有効にするには、LANでトラ
フィックを伝送する境界ルータまたはトラン

スポートゲートウェイで、OMPルートをLAN
ルーティングプロトコルに再配布するための

RIBメトリックの変換を有効にします。

詳細な説明については、オーバーレイネット

ワーク外のデバイスのOMPメトリクスの変換
（7ページ）を参照してください。

設定手順については、CLIテンプレートを使
用した OMPメトリックを BGPまたは OSPF
に変換するルータの設定（33ページ）を参照
してください。

トランスポートゲート

ウェイ

マルチリージョンファ

ブリックシナリオの境

界ルータ

3. RIBメトリックの変
換の有効化

次の図は、前述の2つのシナリオを、各ルータの設定例とともに示しています。ここで説明す
る手順により、対称ルーティングを確保できます。

図 6 :対称ルーティングの設定を示す、データセンター LANを使用したトランスポートゲートウェイシナリオ

対称ルーティング
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図 7 :対称ルーティングの設定を示す、マルチリージョンファブリックシナリオ

対称ルーティングの設定例とそのメカニズム

次の例は、リージョン 1のエッジルータ ER11がサービスを提供する PCデバイスとリージョ
ン 2の ER21がサービスを提供する PCデバイスの間で対称ルーティングを提供するために、
マルチリージョンファブリック環境で境界ルータとエッジルータを設定するアプローチを包括

的に示しています。具体的には、この例は、PC10とPC20の間のトラフィックに焦点を当てて
います。

次のフローが順に示された図では、ルートの再発信とパスの優先順位により、両方向のトラ

フィックで複数のホップを経由する同じパスが優先される仕組みが示されています。

図 8 :マルチリージョンファブリックのシナリオ、対称ルーティングの設定

P1ルートのアドバタイズ

エッジルータ ER11は P1ルートをアドバタイズします。これらのルートを境界ルータに再発
信し、最終的に ER21と ER22に再発信するプロセスは、図の左から右へと進みます。このプ

対称ルーティング
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ロセスでは、境界ルータが、ルートを再発信するときにアフィニティグループと導出アフィニ

ティグループを割り当てます。

ネットワーク内のルータは、次のように優先ルートを選択します。

•コアリージョン外：アフィニティグループ優先順位に基づく

•コアリージョン内：導出アフィニティグループ（dag）の最小値に基づく

図 9 :エッジルータ ER11が P1ルートをアドバタイズ

図 10 :境界ルータ BR11および BR12が P1ルートを再発信

対称ルーティング
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図 11 :境界ルータ BR21および BR22が P1ルートを再発信

図 12 :アフィニティグループと導出アフィニティグループに基づくルート優先順位

対称ルーティング
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図 13 :結果として生じる P1へのトラフィックパス

P2ルートのアドバタイズ

エッジルータ ER21および ER22は P2ルートをアドバタイズします。これらのルートを境界
ルータに再発信し、最終的に ER11に再発信するプロセスは、図の右から左へと進みます。こ
のプロセスでは、境界ルータが、ルートを再発信するときにアフィニティグループと導出ア

フィニティグループを割り当てます。

ネットワーク内のルータは、次のように優先ルートを選択します。

•コアリージョン外：アフィニティグループ優先順位に基づく

•コアリージョン内：導出アフィニティグループ（dag）の最小値に基づく

対称ルーティング
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図 14 :エッジルータ ER21が P2ルートをアドバタイズ

図 15 :境界ルータ BR21および BR22が P2ルートを再発信

対称ルーティング
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図 16 :境界ルータ BR11および BR12が P2ルートを再発信

図 17 :アフィニティグループと導出アフィニティグループに基づくルート優先順位

対称ルーティング
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図 18 :結果として生じる P2へのトラフィックパス

結果

次の図は、設定の結果が、フロー（この例では PC10と PC20の間）の対称ルーティングであ
ることを示しています。

図 19 :結果は対称ルーティング

サポートされているシナリオ
ここで説明する対称ルーティングを設定するアプローチは、次のネットワーキングシナリオに

適用されます。

•複数のハブルータを使用したハブアンドスポークトポロジ

これには、ハブルータがマルチホームデータセンターにサービスを提供するシナリオが含

まれます。

対称ルーティング
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•複数の境界ルータを使用したマルチリージョンファブリック

これには、マルチリージョンファブリックリージョンにマルチホームデータセンターが

含まれるシナリオが含まれます。

•サブリージョンにサービスを提供するトランスポートゲートウェイを備えたマルチリー
ジョンファブリック

ここでは、さまざまな特定シナリオについて簡単に説明し、シナリオで対称ルーティング

をサポートする設定例を示します。

シナリオ：ハブアンドスポークトポロジ、データセンターにサービス

を提供する複数のハブ、アクティブ/アクティブ
このシナリオでは、2つのハブがデータセンターにサービスを提供します。アクティブ/アク
ティブ配置の場合、2つのハブは両方ともアクティブです。

データセンター LANは、Cisco Catalyst SD-WANオーバーレイネットワークの一部ではありま
せん。

図に示されている redistribute omp translate-rib-metricコマンドについては、CLIテンプレー
トを使用した OMPメトリックを BGPまたは OSPFに変換するルータの設定（33ページ）を
参照してください。

（注）

図 20 :データセンター、2つのハブ、アクティブ/アクティブ

対称ルーティング
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シナリオ：ハブアンドスポークトポロジ、データセンターにサービス

を提供する複数のハブ、アクティブ/パッシブ
このシナリオでは、2つのハブがデータセンターにサービスを提供します。通常、1つのハブ
のみがアクティブになり、もう1つのハブは、アクティブハブが使用できなくなった場合に備
えてスタンバイになります。これはアクティブ/パッシブ配置です。

データセンター LANは、Cisco Catalyst SD-WANオーバーレイネットワークの一部ではありま
せん。

図 21 :データセンター、2つのハブ、アクティブ/パッシブ

シナリオ：ハブアンドスポークトポロジ、データセンターにサービス

を提供する複数のハブ、VRFによるアクティブ/アクティブ
このシナリオでは、2つのハブがデータセンターにサービスを提供します。2つのVRFのいず
れかのトラフィックに対して、2つのハブは両方ともアクティブです。これは、VRFによって
分離されたアクティブ/アクティブ配置です。ハブTGW1はVRF1に対してアクティブであり、
ハブ TGW2は VRF2に対してアクティブです。両方のハブは、他の VRFに対してスタンバイ
として動作できます。

データセンター LANは、Cisco Catalyst SD-WANオーバーレイネットワークの一部ではありま
せん。

対称ルーティング
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図 22 :データセンター、2つのハブ、アクティブ/アクティブ、VRFによって分離

シナリオ：マルチリージョンファブリック環境

対称ルーティングの設定例とそのメカニズム（15ページ）では、マルチリージョンファブ
リックのシナリオについて詳しく説明します。

シナリオ：マルチリージョンファブリック、サブリージョンにサービ

スを提供するトランスポートゲートウェイ

トランスポートゲートウェイが2つのサブリージョンにサービスを提供するマルチリージョン
ファブリックのシナリオは、対称ルーティングの設定例とそのメカニズム（15ページ）で説
明されている包括的な例によく似ています。

包括的な例の境界ルータと同様に、トランスポートゲートウェイは、他のトランスポートゲー

トウェイに再発信するルートに導出アフィニティグループ（dag）を割り当てます。図に示さ
れているように、次のようになります。

•トランスポートゲートウェイは、ルートを再発信するときに、導出アフィニティグループ
（dag）値をルートに割り当てます。

•ルータは、次のように優先ルートを選択します。

•エッジルータとトランスポートゲートウェイ間：アフィニティグループ優先順位に基
づく

•異なるサブリージョンのトランスポートゲートウェイ間：導出アフィニティグループ
の最小値に基づく

対称ルーティング
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図 23 :サブリージョンにサービスを提供するトランスポートゲートウェイを備えたマルチリージョンファブリック

シナリオ：ルートリークのあるマルチリージョンファブリック

トランスポートゲートウェイが2つのサブリージョンにサービスを提供し、ルートがリークさ
れる、マルチリージョンファブリックのシナリオは、対称ルーティングの設定例とそのメカニ

ズム（15ページ）で説明されている包括的な例によく似ています。

包括的な例の境界ルータと同様に、トランスポートゲートウェイは、他のトランスポートゲー

トウェイに再発信するルートに導出アフィニティグループ（dag）を割り当てます。このシナ
リオは、シナリオ：マルチリージョンファブリック、サブリージョンにサービスを提供するト

ランスポートゲートウェイ（24ページ）で説明されているシナリオに似ていますが、ルート
がリークされます。図に示されているように、次のようになります。

•トランスポートゲートウェイは、ルートを再発信するときに、導出アフィニティグループ
（dag）値をルートに割り当てます。

•ルータは、次のように優先ルートを選択します。

•エッジルータとトランスポートゲートウェイ間：アフィニティグループ優先順位に基
づく

•異なるサブリージョンのトランスポートゲートウェイ間：導出アフィニティグループ
の最小値に基づく

•この特定のシナリオでは、Cisco SD-WANコントローラの制御ポリシーが、VRF1から
VRF2へ、およびVRF2からVRF1へのルートリークを提供します。ルートリークにより、
異なる VRF内のエンドポイント間の接続が可能になります。

このルートリークシナリオは、トランスポートゲートウェイ（または同様に、境界ルータ）

が、ルートを再発信するときに導出アフィニティグループ（dag）を割り当てる方法を示して
います。このロジックは少し分かりにくいですが、この例では明瞭に示されています。

対称ルーティング
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デフォルトの動作

この例では、エッジルータとトランスポートゲートウェイルータが次のように動作します。

• ER11：VRF1にのみ登録し、VRF1でプレフィックス P1をアドバタイズします。

• ER21：VRF2にのみ登録し、VRF2でプレフィックス P2をアドバタイズします。

•すべてのトランスポートゲートウェイルータは、VRF1とVRF2の両方のトラフィックを
処理するため、P1（VRF1内）ルートと P2（VRF2内）ルートの両方を再発信します。

デフォルトでは、ネットワークはVRF分離を提供します。つまり、デバイスがさまざまなVRF
のルートをアドバタイズする場合、Cisco SD-WANコントローラは他のデバイスに提供する前
にルートをフィルタ処理します。具体的には、Cisco SD-WANコントローラは、VRF xに登録
しているデバイスにのみVRFxルートをアドバタイズします。そのため、この例において、デ
フォルトでは、VRF1にのみ登録してる ER11は、VRF2でアドバタイズされる P2ルートを受
信しません。同様に、VRF2にのみ登録しているER21は、VRF1でアドバタイズされるP1ルー
トを受信しません。

その結果、VRF分離により、異なる VRFに排他的に登録している ER11と ER21の間のトラ
フィックフローが妨げられます。

ルートリーク

ルートリークにより、デバイスは、ある VRFから別の VRFにルートをエクスポート（「リー
ク」）することにより、VRF間でルートをアドバタイズできます。

•ルートの送信元 VRF：ルートの元の VRF

•ルートの現在の VRF：ルートがエクスポートされた VRF

エクスポートされたルートをアドバタイズする場合、ルータは、送信元 VRFと現在の VRFを
トラックするため、各ルートのバックグラウンドが保持されます。この点は、以下で説明する

ロジックに組み込まれています。

この例では、次のルートリークが設定されています。

• ER11のインバウンド制御ポリシーは、VRF1ルートを受信し、それらのルートをVRF2に
エクスポートするように ER11を設定します。結果：ER11は、VRF1とVRF2の両方の P1
プレフィックスを、関連付けられたトランスポートゲートウェイであるTGW11とTGW12
にアドバタイズします。

• ER21のインバウンド制御ポリシーは、VRF2ルートを受信し、それらのルートをVRF1に
エクスポートするようにER21を設定します。結果：ER21は、VRF2とVRF1の両方の P2
プレフィックスを、関連付けられたトランスポートゲートウェイであるTGW21とTGW22
にアドバタイズします。

前述のように、ルートをリークした後、デバイスは、各ルートについて、送信元VRF（ルート
の送信元）と現在の VRF（リーク先の VRF）をトラックします。
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導出アフィニティグループの計算

この例のようなトランスポートゲートウェイデバイス、または同様の例の境界ルータは、次

のように、導出アフィニティグループ（dag）を、再発信するルートに割り当てます。

1. 発信元ルータがアフィニティグループ優先順位自動で設定されている場合（例の ER11を
参照）、再発信元デバイス（TGW11など）は、次のように、自身の（TGW11の）アフィ
ニティグループ設定に従って dagを決定します。

1. リークされるルートについては、その送信元VRFと現在のVRFを考慮してください。
2つの値のうち、数値的に小さい方を選択します。これを xとします。

2. 次のいずれかを実行します。

•再発信元デバイスにシステムレベルのアフィニティグループのみがあり、VRF固
有のアフィニティグループがない場合は、次を実行します。

システムレベルのアフィニティグループ番号を dagに使用します。ルートを再発
信するときに、その番号の dagを割り当てます。

•再発信元デバイスに、手順 aで説明されているVRF x用に設定されたVRF固有の
アフィニティグループがある場合は、次を実行します。

このVRF固有のアフィニティグループ番号を dagに使用します。ルートを再発信
するときに、その番号の dagを割り当てます。

2. 発信元ルータがアフィニティグループ優先順位自動で設定されていない場合（例の ER21
を参照）、再発信元デバイス（TGW21など）は、次のように、再発信先ルータの dagを
決定するときに、発信元デバイスで設定されたアフィニティ優先順位を考慮する必要があ

ります。

1. リークされるルートについては、その送信元VRFと現在のVRFを考慮してください。
2つの値のうち、数値的に小さい方を選択します。これを xとします。

2. 次のいずれかを実行します。

•再発信元デバイスにシステムレベルのアフィニティグループのみがあり、VRF固
有のアフィニティグループがない場合は、次を実行します。

発信元デバイスのアフィニティグループ優先順位を確認します（ER21を参照）。
優先順位においてシステムレベルのアフィニティグループ番号が現れる場所の項

目番号を特定します（優先順位リストの項目 1、2、3など）。ルートを再発信す
るときに、その項目番号の dagを割り当てます。

TGW21と ER21の例で、ER21の優先順位（1、2）においてアフィニティグルー
プ 2が現れる場所を特定します。これは、リストの項目 2です。そのため、ルー
トを再発信するときに、2の dagを割り当てます。

•再発信元デバイスに、手順 aで説明されているVRF x用に設定されたVRF固有の
アフィニティグループがある場合は、次を実行します。

この VRF固有のアフィニティグループを使用して、発信元デバイスのアフィニ
ティグループ優先順位を確認します。優先順位においてVRF固有のアフィニティ
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グループ番号が現れる場所の項目番号を特定します（優先順位リストの項目 1、
2、3など）。ルートを再発信するときに、その項目番号の dagを割り当てます。

仮に、この例で TGW21のシステムレベルのアフィニティグループが 2であるこ
とに加えて、 VRF1に関する VRF固有のアフィニティグループが 1であった場
合、TGW21は、VRF1にリークされた P2ルートを ER21から受信すると、発信元
デバイス（ER21）の優先順位を考慮します。VRF固有のアフィニティグループが
1であるこの仮想の例では、ER21から受信したルートについて、ER21の優先順
位（1、2）でアフィニティグループ 1が現れる場所が確認されます。これは、リ
ストの項目 1です。そのため、TGW2は、ルートを再発信するときに、1の dag
を割り当てます。

例

図で説明されているシナリオでは、VRF2からVRF1にリークされたルートの送信元VRF値は
2で、現在のVRF値は 1です。トランスポートゲートウェイがこのルートを再発信する場合、
2つの VRF番号のうち小さい方の番号である 1に従って dagを割り当てます。たとえば、
TGW12が、送信元 VRF値が 1で現在の VRF値が 2のルートを再発信している場合、2つの
VRF番号のうち小さい方の番号である 1が選択されます。そのため、VRF1に従って dagが計
算されます。TGW12は、システムレベルのアフィニティグループが1で、VRF1に関するVRF
固有のアフィニティグループが 2です。VRF1に従って dagが計算されるため、VRF固有のア
フィニティグループから取得された dag値 2が、再発信されたルートに割り当てられます。

仮に、TGW12のシステムレベルのアフィニティグループが5で、VRF1固有のアフィニティグ
ループが 7であった場合、TGW12は、送信元 VRFが 1で現在の VRFが 2のルートに、VRF1
に関する VRF固有のアフィニティグループ 7から取得された dag値 7を割り当てます。

対称ルーティング

28

対称ルーティング

シナリオ：ルートリークのあるマルチリージョンファブリック



図 24 :サブリージョン、ルートリークのあるマルチリージョンファブリック

対称ルーティングの前提条件

説明前提条件

トランスポートゲートウェイの「VRFごとのアフィニティグ
ループ」の設定を有効にするには、トランスポートゲートウェ

イが、アフィニティグループが設定されているVRFにアクセ
スできる必要があります。

トランスポートゲートウェイ

が VRFにアクセスできる

詳細については、コンフィギュレーションの概要（12ペー
ジ）を参照してください。

エッジルータにはアフィニ

ティグループ優先順位が必要

詳細については、コンフィギュレーションの概要（12ペー
ジ）を参照してください。

トランスポートゲートウェイ

と境界ルータにはアフィニ

ティグループが必要

詳細については、コンフィギュレーションの概要（12ペー
ジ）を参照してください。

LANでトラフィックを伝送す
るトランスポートゲートウェ

イと境界ルータは OMPメト
リックをLANに再配布する必
要がある
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対称ルーティングに関する制約事項

説明制約事項

同じデバイスで redistribute omp translate-rib-metricコマンド
と redistribute omp metricコマンドの両方を同時に使用するこ
とはできません。translate-rib-metricオプションではOMPメ
トリックから BGP属性と OSPFメトリックが生成されます
が、metricオプションではメトリックが明示的に設定されま
す。詳細については、オーバーレイネットワーク外のデバイ

スの OMPメトリクスの変換（7ページ）を参照してくださ
い。

OMPメトリックの変換

対称ルーティングの設定
ここでは、対称ルーティングに必要な設定手順について説明します。

CiscoSD-WANManagerを使用した自動アフィニティグループ優先順位
を使用するルータの設定

はじめる前に

ルータのアフィニティ優先順位を手動で設定し、自動優先順位も設定した場合、ネクストホッ

プの選択では自動優先順位が優先されます。

ただし、手動設定の優先順位リストは、filter route outbound affinity-group preferenceコマン
ドを使用したパスフィルタリングには引き続き有用です。デバイスのアフィニティリストにな

いルータのパスをフィルタリングで除外する方法については、「InformationAboutRouterAffinity
Groups」および『Cisco IOS XE SD-WAN Qualified Command Reference』の「filter route outbound
affinity-group preference」コマンドリファレンスを参照してください。

自動アフィニティグループ優先順位を使用するルータの設定

1. Cisco SD-WAN Managerメニューから、[Configuration] > [Templates]を選択します。

2. [Feature Templates]をクリックします。

3. 次のいずれかを実行します。

•デバイスのシステムテンプレートを作成するには、[Add Template]をクリックし、デ
バイスタイプを選択して、[Cisco System]をクリックします。
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•既存のシステムテンプレートを編集するには、既存の機能テンプレートのテーブルで
システムテンプレートを見つけ、テンプレートの横にある […]をクリックして、[Edit]
を選択します。

4. [Affinity Group Preference Auto]フィールドで、[On]を選択します。

5. [Save]（新しいテンプレートを作成する場合）または [Update]（既存のテンプレートを編集
する場合）をクリックします。

ルータアフィニティグループまたはアフィニティグループ優先順位の

設定

ルータアフィニティグループとアフィニティグループ優先順位の設定については、次の手順を

参照してください。

Cisco SD-WAN Managerを使用したデバイスでのアフィニティグループまたはアフィニティグ
ループ優先順位の設定

CLIを使用したルータでのアフィニティグループの設定

Cisco SD-WAN Managerを使用した特定 VRFのルータアフィニティグループの設定（31ペー
ジ）

CLIテンプレートを使用した特定 VRFのルータアフィニティグループの設定（32ページ）

CLIを使用したルータでのアフィニティグループ設定の構成

CLIテンプレートを使用した自動アフィニティグループ優先順位を使用するルータの設定（33
ページ）

Cisco SD-WAN Managerを使用した特定 VRFのルータアフィニティグ
ループの設定

1. Cisco SD-WAN Managerメニューから、[Configuration] > [Templates]を選択します。

2. [Feature Templates]をクリックします。

3. 次のいずれかを実行します。

•デバイスのシステムテンプレートを作成するには、[Add Template]をクリックし、デ
バイスタイプを選択して、[Cisco System]をクリックします。

•既存のシステムテンプレートを編集するには、既存の機能テンプレートのテーブルで
システムテンプレートを見つけ、テンプレートの横にある […]をクリックして、[Edit]
を選択します。

4. [Affinity GroupNumber for VRFs]には 2つのフィールドがあります。左側のフィールドに、
アフィニティグループ番号を入力します。右側のフィールドに、VRF番号または番号の範
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囲（2-4など）を入力します。特定 VRFの追加グループ番号を設定するには、プラスボタ
ンをクリックします。

Cisco SD-WAN Managerでは、最大 4つの範囲を設定できます。さらに設定する必要がある場
合は、CLIテンプレートまたは CLIアドオンテンプレートを使用できます。CLIテンプレート
を使用した特定 VRFのルータアフィニティグループの設定（32ページ）を参照してくださ
い。

（注）

5. [Save]（新しいテンプレートを作成する場合）または [Update]（既存のテンプレートを編集
する場合）をクリックします。

CLIテンプレートを使用した特定 VRFのルータアフィニティグループ
の設定

CLIテンプレートの使用の詳細については、CLIアドオン機能テンプレートおよび CLIテンプ
レートを参照してください。デフォルトでは、CLIテンプレートはグローバルコンフィギュ
レーションモードでコマンドを実行します。

1. システムコンフィギュレーションモードを開始します。

system

2. 特定の VRFまたは VRFの範囲に適用するアフィニティグループを設定します。

affinity-per-vrf affinity-group vrf-range vrf-range

例

次に、VRF1のアフィニティグループ 1を設定する例を示します。
system
affinity-per-vrf 1 vrf-range 1

次に、VRF範囲 3～ 6のアフィニティグループ 4を設定する例を示します。
system
affinity-per-vrf 4 vrf-range 3-6

VRF固有アフィニティグループ設定の確認については、ルータでの VRF固有アフィニティグ
ループ設定の確認（36ページ）を参照してください。

（注）
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CLIテンプレートを使用した自動アフィニティグループ優先順位を使
用するルータの設定

はじめる前に

CLIテンプレートの使用の詳細については、CLIアドオン機能テンプレートおよび CLIテンプ
レートを参照してください。デフォルトでは、CLIテンプレートはグローバルコンフィギュ
レーションモードでコマンドを実行します。

affinity-group preference-autoと affinity-group preference listの両方を使用してルータを設定す
る場合、ネクストホップの選択では affinity-group preference-autoコマンドが優先されます。

ただし、affinity-group preference listコマンドは、filter route outbound affinity-group preference
コマンドを使用したパスフィルタリングには引き続き有用です。デバイスのアフィニティリス

トにないルータのパスをフィルタリングで除外する方法については、「InformationAboutRouter
Affinity Groups」および『Cisco IOS XE SD-WAN Qualified Command Reference』の「filter route
outbound affinity-group preference」コマンドリファレンスを参照してください。

自動アフィニティグループ優先順位を使用するルータの設定

1. システムコンフィギュレーションモードを開始します。

system

2. 自動アフィニティグループ優先順位を設定します。

affinity-group preference-auto

例

system
affinity-group preference-auto

CLIテンプレートを使用した OMPメトリックを BGPまたは OSPFに変
換するルータの設定

CLIテンプレートの使用の詳細については、CLIアドオン機能テンプレートおよび CLIテンプ
レートを参照してください。デフォルトでは、CLIテンプレートはグローバルコンフィギュ
レーションモードでコマンドを実行します。

この設定は、機能テンプレートでは使用できません。（注）

1. 次のいずれかを実行します。

•アンダーレイネットワークがボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使用する場
合は、ルータコンフィギュレーションモードを開始し、BGP自律システムを指定し
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ます。BGP自律システムパラメータについては、『IP Routing Configuration Guide, Cisco
IOS XE 17.x』を参照してください。

router bgp bgp-AS

•アンダーレイネットワークがOpenShortest Path First（OSPF）プロトコルを使用する場
合は、ルータコンフィギュレーションモードを開始し、OSPFを指定します。

router ospf process-id [vrf vrf-name]

•アンダーレイネットワークがOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）プロトコ
ルを使用する場合は、ルータコンフィギュレーションモードを開始し、OSPFv3を指
定します。

router ospfv3 process-id

2. 前の手順で BGPまたは OSPFv3を指定した場合は、アドレスファミリモードを開始し、
IPv4または IPv6を指定して、OMPメトリックを変換する VRFを指定します。

address-family {ipv4 | ipv6} vrf vrf-name

3. Cisco Catalyst SD-WANオーバーレイネットワーク外のデバイスにルートを再配布する際の
OMPルートメトリックの BGP、OSPF、または OSPFv3への変換を有効にします。

同じデバイスで redistribute omp translate-rib-metricコマンドと redistribute omp metricコマン
ドの両方を同時に使用することはできません。translate-rib-metricオプションでは OMPメト
リックから BGP属性と OSPFメトリックが生成されますが、metricオプションではメトリッ
クが明示的に設定されます。

（注）

redistribute omp translate-rib-metric

4. アンダーレイネットワークが BGPを使用するシナリオでは、AS-PATHメトリックの伝達
を有効にします。これを省略すると、ルータはAS-PATHメトリックを空として扱います。

propagate-aspath

例 1

この例は、アンダーレイネットワークが BGPを使用するシナリオに適用されます。

router bgp 1
address-family ipv4 vrf 2
redistribute omp translate-rib-metric
propagate-aspath

例 2

この例は、アンダーレイネットワークが OSPFを使用するシナリオに適用されます。

router ospf 1 vrf 1
redistribute omp translate-rib-metric
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/ios/config/17-x/ip-routing/b-ip-routing.html


例 3

この例は、アンダーレイネットワークが OSPFv3 IPv4を使用するシナリオに適用されます。

router ospfv3 1
address-family ipv4 vrf 1
redistribute omp translate-rib-metric

例 4

この例は、アンダーレイネットワークが OSPFv3 IPv6を使用するシナリオに適用されます。

router ospfv3 1
address-family ipv6 vrf 1
redistribute omp translate-rib-metric

対称ルーティングの確認
ここでは、対称ルーティングに必要な設定の確認手順について説明します。

ルータでの特定プレフィックスのネクストホップの確認

特定プレフィックスのネクストホップを表示するには、ルータで show sdwan omp routes prefix
を使用します。このコマンドについては、『Cisco IOSXESD-WANQualifiedCommandReference』
の「show sdwan omp routes」を参照してください。

例

Router#show sdwan omp routes 10.1.1.0/24

接続先ルータへのパスの確認

指定した VRFについて、ネットワーク内の任意のデバイスから、指定した接続先デバイスま
でのパスを表示するには、そのデバイスで traceroute vrf vrf-number destination-ip-address numeric
を使用します。

出力には、接続先デバイスへのパスに含まれる各ホップのリストが表示されます。リストの最

後の項目は、接続先デバイスです。

例

Device#traceroute vrf 1 10.1.1.1 numeric
Type escape sequence to abort.
Tracing the route to 10.1.1.1
VRF info: (vrf in name/id, vrf out name/id)
1 209.165.200.225 3 msec 1 msec 1 msec
2 209.165.200.226 2 msec 1 msec 1 msec
3 10.1.1.1 4 msec * 4 msec
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/command/iosxe/qualified-cli-command-reference-guide/m-troubleshooting-commands.html#r_show_omp_routes_2070.xml


ルータでの VRF固有アフィニティグループ設定の確認
ルータでの VRF固有アフィニティグループ設定を表示するには、トランスポートゲートウェ
イ、またはマルチリージョンファブリックシナリオの境界ルータで、show platform software
sdwan rp active internal "omp daemon"を使用します。出力には、設定された各 VRF範囲のア
フィニティグループが表示されます。

VRF固有アフィニティグループの設定については、次の手順を参照してください。

• Cisco SD-WAN Managerを使用した特定 VRFのルータアフィニティグループの設定（31
ページ）を使用した特定VRFのルータアフィニティグループの設定CiscoSD-WANManager

• CLIテンプレートを使用した特定 VRFのルータアフィニティグループの設定（32ペー
ジ） CLIテンプレートを使用した特定 VRFのルータアフィニティグループの設定

ルータで VRF固有アフィニティグループを定義できます。その特定 VRFが存在する必要はあ
りません。

（注）

例

Device#show platform software sdwan rp active internal "omp daemon" |
include Affinity
…
Affinity per VRF:

Affinity Group Number: 1 for VRF Range: 1-1
Affinity Group Number: 5 for VRF Range: 2-8

ルートリークの制御ポリシーの確認

ある VRFから別の VRFへのルートリークを設定する制御ポリシーを表示するには（そのよう
なポリシーが存在する場合）、Cisco SD-WANコントローラで show running-config policy
control-policyを使用します。あるVRFから別のVRFにルートをエクスポートすることを「ルー
トのリーク」と呼びます。

VRFリストのルートを照合し、そのルートを特定の VRFにエクスポートする制御ポリシーの
設定については、『Cisco SD-WAN Policies Configuration Guide, Cisco IOS XE Release 17.x』の
「Configure Centralized Policies Using the CLI」を参照してください。

制御ポリシーが適用されるサイトを表示するには、Cisco SD-WANコントローラで show
running-config apply-policyを使用します。

例 1

次の例は、VRF1ルートを照合して VRF2にエクスポートし、VRF2ルートを照合して VRF1
にエクスポートする制御ポリシーを示しています。

sdwanController#show running-config policy control-policy
policy
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/policies/ios-xe-17/policies-book-xe/centralized-policy.html#id_112053


control-policy LEAK_1_TO_2
sequence 1
match route
vpn-list VRF1
!
action accept
export-to
vpn 2
!
!
!
default-action accept
!
control-policy LEAK_2_TO_1
sequence 1
match route
vpn-list VRF2
!
action accept
export-to
vpn 1
!
!
!
default-action accept
!
!

例 2

次の例は、前の例で設定された 2つのポリシーが適用されるサイトを示しています。

sdwanController#show running-config apply-policy
apply-policy
site-list SL1100
control-policy LEAK_1_TO_2 in
!
site-list SL1300
control-policy LEAK_2_TO_1 in
!
!

ルートの導出アフィニティグループの確認

プレフィックスに割り当てられた導出アフィニティグループを表示するには、トランスポート

ゲートウェイ、またはマルチリージョンファブリックシナリオの境界ルータで show sdwan
omp routes prefix detailを使用します。この値は、出力の derived-affinity-groupパラメータに示
されます。

例

次の例では、導出アフィニティグループは 2です。

Device#show sdwan omp routes 192.168.1.0/24 detail
…
preference not set
affinity group None
derived-affinity-group 2
affinity-preference-order None
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region-id 0
br-preference not set

RIBメトリック変換のモニター
トランスポートゲートウェイがRIBメトリックを変換する方法の詳細については、オーバーレ
イネットワーク外のデバイスの OMPメトリクスの変換（7ページ）を参照してください。

OMPメトリック
ルートの OMP RIBメトリックを表示するには、OMP RIBメトリックを変換するトランスポー
トゲートウェイで show ip routeコマンドを使用します。

次の例は、10.1.1.1ルートのOMPRIBメトリックを示しています。出力では、次のメトリック
が太字で示されています。

• OMPルートメトリック：3

• OMP AS-PATH：100 101

Router#show ip route vrf 1 10.1.1.1 protocol-internal
Routing Table: 1
Routing entry for 10.1.1.1/32
Known via "omp", distance 251, metric 3, type omp
Redistributing via bgp 1
Advertised by bgp 1
Last update from 10.100.1.2 00:04:35 ago
Routing Descriptor Blocks:
* 10.100.1.2 (default), from 10.100.1.2, 00:04:35 ago

opaque_ptr 0x7FC8D1470748
pdb 0x111111111110, ndb 0x111111111120, rdb 0x111111111130
OMP attribute 0x7FC8D1470748, ref 2
aspath 0x7FC8D1474870, ref 2, length 10, value 100 101
Total OMP attr count 1, aspath 1, community 0

Route metric is 3, traffic share count is 1

IPv4ルートの OMPルートメトリック

トランスポートゲートウェイが再配布している各 IPv4ルートプレフィックスのOMPルートメ
トリックを表示するには、トランスポートゲートウェイで show ip routeコマンドを使用しま
す。出力では OMPルートメトリック（66）が太字で示されており、アドミニストレーティブ
ディスタンスは 251です。
Router#show ip route vrf 1 omp

Routing Table: 1

10.0.0.0/32 is subnetted, 1 subnets
m 10.10.10.10 [251/66] via 172.16.0.1, 00:09:15
…
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IPv6ルートの OMPルートメトリック

トランスポートゲートウェイが再配布している各 IPv6ルートプレフィックスのOMPルートメ
トリックを表示するには、トランスポートゲートウェイで show ipv6 routeコマンドを使用し
ます。出力では OMPルートメトリック（66）が太字で示されており、アドミニストレーティ
ブディスタンスは 251です。
Router#show ipv6 route vrf 1 omp
m 2001:DB8::/128 [251/66]

via 172.16.0.1%default
…

BGPメトリック
ルートの派生 BGPメトリックを表示するには、OMP RIBメトリックを変換するトランスポー
トゲートウェイで show ip bgpコマンドを使用します。

次の例は、10.1.1.1ルートの派生 BGPメトリックを示しています。この例では IPv4ルートが
示されていますが、IPv6ルートもサポートされています。出力では、次のメトリックが太字で
示されています。

• BGP MED：3

• BGP LOCAL_PREF：252

• BGPAS_PATH：100 100 100 100 101（これは 100 100 100（3つのコピー）にOMPAS-PATH
値の元の 100 101を加えた値です）

Router#show ip bgp vpnv4 all 10.1.1.1
BGP routing table entry for 1:1:10.1.1.1/32, version 2
Paths: (1 available, best #1, table 1)
Advertised to update-groups:

1
Refresh Epoch 1
100 100 100 100 101
10.100.1.2 (via default) from 0.0.0.0 (10.100.1.1)
Origin incomplete, metric 3, localpref 252, valid, sourced, best
Extended Community: SoO:0:0
mpls labels in/out 16/nolabel
rx pathid: 0, tx pathid: 0x0
Updated on Apr 12 2023 19:08:17 EST

OSPFメトリック
ルータで redistribute omp translation-rib-metricコマンドがアクティブであることを表示するに
は、show ip ospfコマンドを使用します。出力に太字で表示されている結果は、ルータが RIB
メトリックを変換するように設定されていることを示しています。

Router#show ip ospf
Routing Process "ospf 10" with ID 10.100.10.1
…
Redistributing External Routes from,

omp, includes subnets in redistribution, translate rib metric
Maximum limit of redistributed prefixes 10240
Threshold for warning message 75%

対称ルーティング

39

対称ルーティング

BGPメトリック



IPv4ルートの OSPFメトリック

トランスポートゲートウェイが IPv4ルートをOSPFに配布するときに使用するOSPFメトリッ
クを表示するには、トランスポートゲートウェイで show ip ospfコマンドを使用します。OMP
ルートメトリックによって決定される OSPFメトリックは、この例では 66であり、出力では
太字で示されています。

Router#show ip ospf 1 rib redistribution
OSPF Router with ID (192.168.0.1) (Process ID 1)

Base Topology (MTID 0)

OSPF Redistribution
10.10.10.10/32, type 2, metric 66, tag 0, from OMP_AGENT Router

via 172.16.0.1, unknown interface
…

IPv6ルートの OSPFメトリック

トランスポートゲートウェイが IPv6ルートをOSPFに配布するときに使用するOSPFメトリッ
クを表示するには、トランスポートゲートウェイで show ospfv3コマンドを使用します。OMP
ルートメトリックによって決定される OSPFメトリックは、この例では 66であり、出力では
太字で示されています。

Router#show ospfv3 vrf 1 ipv6 rib redistribution
OSPFv3 10 address-family ipv6 vrf 1 (router-id 192.168.0.1)

2001:DB8::/128, type 2, metric 66, tag 0, from omp
via 172.16.0.1

…
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


